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⇒年を重ねても安心して住み慣れたまちに住み続けること。

板橋区では､ＡＩＰのめさす姿の実現に向けて､様々な取組を推進しています。

※板橋区では､地域包括ケアシステムを｢板橋区版ＡＩＰ｣として構築しています。
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自分たちができることを白分たちでやってみる
Ｉ
・

「支え合い会議」は、地域で活動する様々なメンバーが、地

域の情報や課題を共有し、話し合いながら、その地域なら

ではの支え合い・助け合いの仕掛けや仕組みづくりを進め

ていく取組です。

「住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けていく」ために住

民の視点で自分たちができることを考え、話し合い、活動

しています。

I私たちの活動
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支 え合い会議の活動でこんな地域にしたい!!

この｢支え合い会議｣の取組を通して､高齢者の

　①できるだけ健康で居続ける

　②誰かとつながりを持つ

　③いざという時に助けてくれる人がいる

状態を実現できるよう､地域の中での｢お互い様のつながり

づくり｣を進め､住民同士の支え合いの輪でいっぱいの板橋区

を目指します。
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構成ﾒﾝﾊﾞｰの地域への思いや地域についての何気ない一言から活動が広がります;，
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高齢者の方々
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見守り･見守られる関係づくりに向けて地域であいさつや

ゆるやかな見守りができるような働きかけを行っていまｔ

し次次ソ 圭な構成メンバー

町会･自治会

麺生･児童委員

サロン

老人クラプ

社会福祉法人

介護事業所

NPO･ボランティア

商店街･民間企業

おとしより相談センター

板橋区･社金福祉協議会など

ｺﾞﾐ出しを手伝ったり
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おとしより

保健福祉センター

地域ケア推進係

03-5970-1 ４１１
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支え合い会議で出し合った地域資源をﾏｯﾌﾟや

広雑誌にして地域のみなさんにお伝えしています。

I今後取り組んでいきたいこと

２
協力企業

など

多様な団体・住民と連携して新たな活動へ広げる

支え合い会議はAIP(Aging in Place)実現のための取組の1つで孔

　　　　　｢自分たちの地域をどのようにしていきたいか｣｢こんなものが

?7‘　地域にあればいいな」などの意見や情報交換から､住民の視点

で地域のために白分たちでできる｢地域の支え合い｣について

者え､話し合いながら活動しています。

活動に
発展！

略

活動に
発展！
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地域の皆さんにぜひ見ていただきたいので、

こちらに置かせていただけないでしょうか?
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運動がいい気分転換　　　･.7.
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毎朝の散歩で汗を流せて
すっきりするし､地域の知　　｀

らないスポットも見つけ　　゛
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嶺実廟の会議や活動ではマスクの羞用や検温等による感染症対策を行った上でー集を実施しています。

　●●●・ａ●●●●●働ｓ働畠●●●●●●儒ｓ働●●●●●●ｓ●●●ａ慟●●●●ａ●畠●

住・LIと佳・い方

㎜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　皿=皿－＝－　　　－　－－　－

が恥、 登恥靫&孵

●‐畠働●●働●●●●●働●●●個Ｓ働●●●働● ●欄●働●●●●●●●●●●

板
橿
一
員
Ｉ
Ｐ
ス
ド
ー

一
回
‐ Ｊ

－
　
　
　
一

　
　
　
一

　
　
　
一

●●ａ●

1;哨‘齢９ぶ即薫唯影F池鷹兪蛎冪

●対象者

●費　用

●関係機関

●登録項目

　　　　　　　　　　　　板橋区では､７０鐘以上のひとり暮らしの高鵬者が登録できる｢ひとりぐらし高齢者見守Ｔ

　　　　　　　　　　　　り対象者名簿｣を作成しています。　　　　　　　　　　　　　　　　　－

　　　　　　　　　　　　あらかじめご本人と緊急連絡先の情報を名簿|こ登録しておき､関係機関で共有すること

　　　　　　　　　　　　で､緊急時の安否確認や緊急連絡先への連絡などに活用します。

　　　　　　　　　　　　また､登鐘者には年１回､情報詰｢みまもりネり卜｣を●送でお届けしています。　　　＿

原則７０麿以上のひとり暮らしの方

無料

区(おとしより保健福祉センター､福祉事務所)､おとしより相談センター､民生･児童委員､消防署､警察署

本人　　：氏名、生年月日、住所、電話番号

　　　　　　緊急連絡先：氏名、続柄、住所、電話番号

　　　　　　※緊急連絡先の方に､名簿に登録することについての了承を必ず得てください。

●警鐘方法　地域担当の民生･児産婆異を通じて申鏑審を提出してください。
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鉛色膿腫/生活重星体馥整備膿�
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談話詔r゛ｼﾀｰo3-597o-1114

おとしより保健福祉センター
介護予防係

　　　　03-5970-1117

フレイルとは加齢に伴い､筋力や活力が低下した状態のことを言います｡体重をしつかりと維持してフレイルを予防し､これ

からも元気に過ごすために､毎日の食事に意識を向けてみませんか？

　元気に過ごすための食事のポイント

１日３回食事をとりましょう

食事を抜くと１日に必要な栄養素がとりきれなくなるの

で､食事は抜かないようにしましよう。

食が細くなつてきたと感じている人は

１日３食に加えて補食を取り入れましよう

補疸はおやつと違い､３食で摂り切れない栄

養を補うためのものです｡ヨーグルトなどの

乳製品や､果物などIがおすすめです。

１日３食、毎回の食事でたんぱく質の多い食品を

取り入れるようにしましょう

たんば＜貿は筋肉を作るために必要な栄養素で､肉･魚･

卵･大豆製品に多く含まれています。

植物性たんぱ＜質(大豆製品)だけではな＜､動物性たん

ぱく質(肉､魚､卵)も重要なので､１日の食事の中で､どち
らも食ぺられるとょり良いですね。
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|||梢の応雛・聞合せ先：板橋区健康生きがい部おとしより個個福祉センター電話:03-5970-1 11 1 FAX : 03-5392-2060 E メール:otosan＠city.ltabashl.tokyo.jD

氏名又はペンネームを添えてご応薦ください．（匿名希望の堰合はその�をご記入ください.）
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